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発現
割合

ファイザー社
（2回目→3回目接種後の症状）

武田/モデルナ社
（2回目→3回目接種後の症状）

50％
以上 疼痛（78.3→83.0％）、疲労（59.4→63.7％） 疼痛（88.3→83.8%）、疲労（65.4→58.7％）

頭痛（58.8→55.1％）

10～
50％

頭痛（54.0→48.4％）、筋肉痛（39.3→39.1％）
悪寒（37.8→29.1％）、関節痛（23.8→25.3％）

筋肉痛（58.1→49.1％）、関節痛（42.9→41.3％）
悪寒（44.3→35.3％）、
リンパ節症（14.2→２0.4％）

１～
10％

38度以上の発熱（16.4→8.7％）
腫脹（6.8→8.0％）、発赤（5.6→5.9％）、
リンパ節症（0.4→5.2％）

38度以上の発熱（15.5→6.6％）
腫脹・硬結（12.3→5.4％）
紅斑、発赤（8.7→4.8％）

追加接種（3回目）の副反応と効果
　メッセンジャー RNAワクチン（ファイザー社ワクチンまたは武田/モデルナ社ワクチン）の追加接種（3回
目）後の副反応は、どちらのワクチンもおおむね1、2回目と同様の症状が見られると報告されています。

※2回目接種と比べた3回目接種での発現割合：　　　  5ポイント以上少ないもの、　　　  5ポイント以上多いもの

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543
　新型コロナウイルスワクチン追加接種（3回目）の接種券を発送しています。ワクチン接種の予約は、電話
およびL

ラ イ ン
INEで受け付けています。お手元に接種券が届いた方は、早めのワクチン接種をご検討ください。

電話で予約 　※携帯番号は2月28日㈪まで L
ラ イ ン
I N Eで予約

☎ 0779-64-5543（7回線）
☎080-1032-2606　☎080-1038-1498
☎080-1359-6460　☎080-2125-3869

☎080-8854-0468
受付時間▶㈪～㈮午前9時～午後5時　㈯午前9時～正午

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウントを友だちに追加

QRコードの読込またはIDで検索してください
　　　　　　　　　ID▶＠katsuyamacity
　　　　　　　　　受付時間▶
　　　　　　　　　24時間予約が可能です。

家 族 を 感 染 か ら 守 る た め
会 話 時 の マ ス ク 着 用 の 徹 底 を

・「おはなしはマスク」の徹底 
食事中を含め、会話時のマスク着用を徹底

・会食時の感染対策を再徹底 
「会話時のマスク着用」が徹底できないなら
会食は控える

・感染拡大地域との往来は慎重に
往来時は、人混み回避など感染対策を徹底

・家庭における感染対策を強化
高齢者や基礎疾患がある家族がいる場合、
家庭内でもマスク着用

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を発令してい
ます。（2月7日現在）全国的に感染が拡大しており、ワクチン接種の検討、「マスクの着用」「人との距
離は1m以上」「こまめな手洗い・手指消毒」など感染対策の再確認をお願いします。

　なお、1・2回目接種を受けた人が、追加接種（3回目）で1・2回目と同じワクチンを受けた場合と、1・2
回目と異なるワクチンを受けた場合のいずれにおいても、抗体価が十分上昇することが報告されています。

新型コロナワクチン追加接種
（３回目接種）に関するお知らせ
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非課税世帯等
臨時特別
給付金

学生応援臨時
特別給付金

　住民税均等割非課税
世帯に給付金の受け取り
に関する確認書を送付しま
す。送付書類を十分ご確認のう
え、同封の確認書および必要書類を総
務課までご返送ください。
�　家計が急変し住民税均等割非課税世帯相当
になった世帯は、給付金の申請方法について
福祉・児童課までお問い合わせください。
給付金額▶1世帯あたり10万円

　学生が安心して学
業に取り組めるよう対
象者に10万円を給付し

ます。申請書と必要書類を、
教育総務課までご提出くださ

い。
対 象者▶保護者が市内在住で、平成15年4月
1日以前に出生した大学、大学院、専修学校、
予備校、高等学校などに在学している者
給付金額▶ひとり10万円
申請期限▶2月28日㈪まで

問総務課☎88-1116
福祉・児童課☎87-0777

問教育総務課
☎88-8111

子育て給付金の申請締切迫る

　子育て世帯臨時特別給付金の申請期限は、2月28
日㈪までです。（3月31日までに出生した児童は、4
月15日㈮まで）　支給要件に該当されている方で、
未だ申請されていない方は、お早め
に申請手続きをお願いします。

問福祉・児童課（すこやか内）　☎88 ｰ 0777

事業復活支援金のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和3
年11月～令和4年3月のいずれかの月のうち、基準
期間の同月と比較して売上が50％以上又は30％以
上50％未満減少した事業者に対し、
事業規模に応じた支援金が経済産業
省より給付されます。

問事業復活支援金相談窓口　☎0120 ｰ 789 ｰ 140

手続きなど
詳細はこちら

手続きなど
詳細はこちら

新型コロナウイルス感染症対応
地域経済対策

　新型コロナウイルス感染症のまん延が長期化
する中、影響を受ける皆さまにむけて、様々な
経済支援対策を実施します。

申請書や手続き方法
など詳細はこちら

燃料購入助成券

　燃料購入助成券の引換
券を市内全戸に郵送しま
した。引換券のハガキを
持参のうえ、市役所、す
こやか、各公民館におい
て、助成券と引き換えて
ください。
助成金額▶1世帯あたり
��5,000円�（1,000円×5枚）
引換期間▶2月28日㈪まで

問監理・防災課（市役所2階）
☎88-8125

　勝山市農業再生協議会に令和3年
度営農計画書を提出し、来年度も水
稲作付を継続する農業者に、水稲作
付に要する費用を助成します。
対 象面積▶令和3年度営農計画書
に記載された主食用水稲の作付
面積と作付目標面積のいずれか
小さい面積
補 助金額▶対象面積10アールあた
り4,000円
申請期限▶2月25日㈮まで

水稲作付費用助成
問農林政策課（市役所1階）

☎88-8106

老人クラブ活動
推進交付金

問健康長寿課（すこやか）
☎87-0888

　高齢者の外出の機会お
よび交流の場を確保し、
老人クラブの活動の活性
化・高齢者の健康づくり・
介護予防を推進するため、
老人クラブ（会員が10人以
上）の会員に活動費を交付
します。
交 付額▶会員１人あたり
3,000円
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組織のスリム化をめざして
12課5局1本部  へ再編

総務課 未来創造課

財政課

市民課

市長の特命、重要施策の企画調整、総合計画、
社会教育、人権および男女共同参画、市民
協働、文化芸術、イベント、図書館、交通
施策、環境政策に関すること

秘書、市議会の招集および議案、文書およ
び法令、職員の人事、広報および広聴、情
報および統計、防災対策、まちづくり会館、
地域振興、その他行政一般に関すること

市税の賦課および徴収、税外収入、戸籍お
よび住民基本台帳、消費者行政、国民健康
保険、後期高齢者医療制度、国民年金、環
境保全、廃棄物処理、交通安全に関すること

予算その他財政、財産、工事請負および物
品購入の入札ならびに契約、工事等の検査
全般、庁舎の管理に関すること

主な業務

主な業務

主な業務主な業務

健康体育課

老人福祉、介護保険、健康増進、疾病予防、
新型コロナウイルスワクチン接種、スポー
ツ振興および普及に関すること

主な業務

高齢者の生活支援、市民の健康づく
り、スポーツ振興などに取り組みます

商工文化課

商工業、観光誘客、雇用促進および安定、
企業誘致、移住促進、日本ジオパーク、日
本遺産、ゆめおーれ勝山、文化財の保護お
よび活用に関すること

主な業務

さまざまな地域資源を活用し、観光
誘客促進、商工業振興をめざします

住民票や各種証明書の発行、税金の
収納、ごみ対策などを行います

予算の編成や入札・契約業務、財産
管理などを行います

勝山市がめざす将来像の実現にむけ
た政策づくりに取り組みます

市役所業務のバックアップ、地域コミュ
ニティへの支援などに取り組みます

令和4年4月から市役所の組織が変わります

市長事務部局 幅広い行政事務を一体的に行うため、12課に再編します

NEWNEW

NEW NEW

NEW NEW

NEW 教育委員会からの業務移管および委任に伴い、機構改革の対象となる課
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勝
山
市
役
所
で
は
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
人
口
の
減
少
や
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
行
政
組
織
の
機
構
改
革
を
実

施
し
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

安
全
安
心
の
確
保
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
現
体
制
の
18
課
5

局
1
本
部
か
ら
12
課
5
局
1
本
部
に

再
編
す
る
勝
山
市
役
所
の
各
課
の
役

割
、
主
な
業
務
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

福祉児童課
障がいを持つ方や子育て世帯への支
援、生活困窮対策などに取り組みます

農林課
農業および林業などの振興、農林業
従事者への支援などに取り組みます

建設課
道路や河川、公園などの維持管理、
街づくりの計画に取り組みます

営繕課
市が所有する建築物の建設や修繕、
市営住宅の維持管理を行います

上下水道課 会計課
市役所が行う業務に必要な各種費用
の支払いなどを行います

日常生活に不可欠な上水道や下水道
の整備、維持管理に取り組みます

議会事務局
市議会の事務や市議会議長、議員の
職務の補助などを行います

教育委員会事務局
教育委員会の事務、小中学校や幼稚
園の施設管理や庶務などを行います

監査委員事務局
地方自治行政の公正と効率を確保す
る監査委員の補助を行います

農業委員会事務局
農地の売買・転用・貸し借りなどの
妥当性を審議します

消防本部
火災の消火や救急救助活動、消防団
に関する事務などを行います

来月号の広報かつやまでは、公民館の廃
止に伴い新たに設置する「まちづくり会館
（仮称）」の詳細についてご紹介します。

5 　　 広報かつやま2月号 №807



「脚の狭心症」
下肢閉塞性動脈硬化症（ASO）

福井勝山総合病院
循環器内科部長　佐藤　岳彦

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

平
泉
寺
に
残
る
梅
田
家
の
備
荒
倉

　
江
戸
時
代
の
三
大
飢
饉
の
中
で
も
、
最

も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
が
天
保
4
年

（
1
8
3
3
）
～
10
年
に
わ
た
る
天
保
飢
饉

で
し
た
。
勝
山
で
は
６
年
～
８
年
に
か
け

て
被
害
が
甚
大
で
「
天
保
騒
略
記
」
に
は
以

下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
町
方
で

も
家
数
が
減
り
、
日
に
5
人
、
7
人
と
亡

く
な
っ
て
い
く
、
所
々
で
行
倒
れ
が
あ
り
、

前
代
未
聞
の
事
で
あ
る
。
人
数
も
4
月
か

ら
6
月
迄
で
、
疫
病
で
死
去
す
る
割
合
は

弐
歩（
２
％
）」と
あ
り
ま
す
。

　

以
後
、
勝
山
藩
は
こ
う
し
た
事
態
に
備

え
る
た
め
、
米
・
籾
を
貯
蔵
し
て
備
え
る

備
荒
倉
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
領
内
に

３
ケ
所
、
勝
山
市
域
で
は
平
泉
寺
村
梅
田

治
右
衛
門
家
、
滝
波
村
の
笠
川
喜
多
右
衛

門
家
に
設
け
ら
れ
た
。
文
久
元
年

（
1
8
6
1
）
の
備
荒
倉
普
請
の
請
負
証
文

が
両
家
に
残
る
。
当
時
、
両
家
は
勝
山
藩

の
大
庄
屋
役
を
勤
め
て
い
た
。

　

文
面
は
ほ
ぼ
似
通
っ
て
お
り
、
大
き
さ

は
４
間
（
7
･
2
ｍ
）
に
６
間
で
、
梅
田
家

の
史
料
に
は
費
用
が
１
貫
8
2
0
匁
で
、

請
負
人
が
三
郎
右
衛
門
、
請
人
は
平
次
郎
、

笠
川
家
は
53
両
で
、
請
負
人
藤
助
、
請
人

三
郎
右
衛
門
と
あ
る
。
笠
川
家
の
53
両
で

現
代
と
比
較
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
何
を

基
準
と
す
る
か
で
１
両
の
換
算
額
も
変

わ
っ
て
く
る
。
ソ
バ
で
は
12
万
～
13
万
円
、

大
工
の
手
間
だ
と
30
万
～
40
万
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
最
大
限
40
万
で
換
算
す

る
と
2
1
2
0
万
円
と
な
る
。「
平
泉
寺
組

合
御
高
掛
り
備
荒
倉
御
囲
籾
取
立
帳
」に
よ

る
と
、
平
泉
寺
組
は
若
猪
野
な
ど
郡
上
藩

領
の
村
々
を
除
い
た
現
猪
瀬
地
区
の
村
々

と
、
平
泉
寺
区
の
村
々
で
結
ば
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
こ
の
平
泉
寺
組
に
は
籾
85
俵
３

斗
１
升
１
合
９
勺
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
。
１
石
（
10
斗
）
当
た
り
６
合
に
あ
た
る

賦
課
が
、
各
村
の
村
高（
１
村
の
田
畑
・
屋

敷
な
ど
の

総
石
高
）

に
応
じ
て

割
り
当
て

ら
れ
た
。

ふるさとを訪ねて

�

市
史
編
纂
室
　
山
田
　
雄
造 48備荒倉

　
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症（
A
S
O
）

と
は
、
足
に
血
液
を
送
る
血
管
が
動
脈

硬
化
な
ど
に
よ
り
狭き
ょ
う
さ
く窄、
閉
塞
し
て
血

流
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
肢
の

痛
み
な
ど
の
症
状
を
起
こ
す
病
気
で

す
。

　
A
S
O
は
年
齢
と
と
も
に
増
加
し
、

他
の
動
脈
硬
化
に
よ
る
疾
患（
脳
梗
塞
、

心
筋
梗
塞
）
な
ど
と
同
様
に
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
や

喫
煙
な
ど
が
危
険
因
子
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
喫
煙
や
糖
尿
病
な
ど
は
発

症
を
3
～
4
倍
増
加
さ
せ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
実
際
に
診
療
し
て
い
て
も
そ

れ
ら
の
危
険
因
子
を
お
持
ち
の
患
者
さ

ん
が
と
て
も
多
い
印
象
で
す
。

　
症
状
は
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
間か
ん
け
つ
せ
い

欠
性

跛は
こ
う行
（
し
ば
ら
く
歩
く
と
足
の
だ
る
さ

や
痛
み
な
ど
が
出
現
し
、
し
ば
ら
く
休

ん
で
い
る
と
数
分
程
度
で
症
状
が
改
善

し
再
び
歩
け
る
よ
う
に
な

る
）
と
言
わ
れ
る
症
状
が

あ
り
ま
す
。
進
行
す
る
と

足
の
色
調
や
温
度
変
化

（
色
が
悪
い
、
冷
た
い
な

ど
）、
安
静
時
の
足
先
な

ど
の
痛
み
、
潰
瘍
、
壊

死
な
ど
を
認
め
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
四
肢
の
血
圧
測
定

（
A
B
I
測
定
）
や
画
像
検
査
（
造
影

C
T
、
血
管
造
影
）
な
ど
の
検
査
を
行

い
、
症
状
や
検
査
結
果
に
よ
り
治
療
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
治
療
は
抗
血
小
板
剤
な
ど
の
薬
物
治

療
、
運
動
療
法
、
血
管
内
治
療
（
ス
テ

ン
ト
治
療
）、
バ
イ
パ
ス
手
術
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
壊
死
を
起
こ
し
た
り
感

染
を
伴
う
場
合
に
は
下
肢
の
切
断
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。　

　
A
S
O
の
予
防
の
た
め
に
、
ま
ず
は

禁
煙
、
危
険
因
子
と
な
る
疾
患
を
お
持

ち
の
方
は
そ
の
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
重
要
で
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
自
分
の

足
に
つ
い
て
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き
、
間
欠
性
跛
行
な
ど
の

痛
み
の
症
状
や
、
足
の
色
調
異
常
な
ど

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
循
環
器
内
科

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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火災発生ゼロを願って一斉放水
■1月8日　片瀬町

　市民交流センター前駐車場において、勝山市消防
本部の出初式が行われ、集まった市消防団が上空に
向け一斉放水し、今年の火災発生ゼロを願いました。

おめでとうございます
　勝山市保健推
進員を務める中

なか

村
むら
廣
ひろ
子
こ
さんが長

年の活動を認め
られて、母子保
健家族計画事業
功労者の厚生労
働大臣表彰を受
賞し、市長に報
告しました。

色とりどり　園児がまゆ玉かざり
■1月17日　ゆめおーれ勝山

　ゆめおーれ勝山のカラフルなまゆ玉かざり。この日、
まつぶんこども園の園児によって飾られたまゆ玉や縁
起物には、家内安全の願いが込められています。

卒業式に手作りまゆ玉コサージュ
■1月27日　北郷小学校

　北郷小学校とゆめおーれ勝山が連携して行うまゆ
玉を使用したコサージュづくり。この日、6年生が
作ったコサージュは、卒業式に自ら着用します。

災害発生時の相互協力協定を締結
■1月17日　市役所

　勝山市と勝山市社会福祉協議会、勝山青年会議所
は、災害時において効率的な復興活動やボランティア
活動などを行うための相互協力協定を締結しました。

ヨシストローでプラごみの削減へ
■1月28日　昭和町1丁目

　平泉寺小学校で取り組む池ケ原湿原の環境保全活
動の一環で製作したヨシ製のストローを、市内の飲
食店に贈呈し、プラスチックごみ削減を訴えました。
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新
た
な
風
が
吹
く
拠
点
で

ま
ち
の
賑
わ
い
を
再
び

特
　
集

　

ハ
ッ
ピ
ー
商
店
街
の
前
を
通
る
方
は
、

ふ
と
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
気
づ
か
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
の
夏
、
商
店
街
の
方
々
が
「
勝
山

市
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
」
を
活
用

し
、
恐
竜
を
用
い
た
新
し
い
看
板
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
「
近
年
、
新
し
い
お
店
の
出
店
が
増
え

て
き
た
の
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
商
店
街
の
雰

囲
気
を
新
し
く
し
た
い
と
思
い
、
傷
み

が
目
立
っ
て
き
た
看
板
を
新
し
く
し
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
商
店
街

代
表
の
鷲
田
さ
ん
。
お
店
の
数
が
減
り
、

自
身
の
お
店
も
ど
う
な
る
か
不
安
が
あ

り
な
が
ら
も
「
無
く
す
こ
と
は
簡
単
に
で

　

長
山
町
交
差
点
か
ら
沢
町

交
差
点
に
つ
づ
く
道
の
間
に
、

か
つ
て
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に

親
し
ま
れ
た
場
所
「
ハ
ッ
ピ
ー

商
店
街
」が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
店
舗
数
は
、
最
盛

期
と
比
べ
半
分
近
く
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ハ
ッ
ピ
ー
商
店

街
で
す
が
、
近
年
、
新
規
に

出
店
す
る
方
が
増
え
、
賑
わ

い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
商
店

街
の
方
や
今
年
度
新
た
に
出

店
し
た
方
々
に
話
を
伺
い
な

が
ら
、
ハ
ッ
ピ
ー
の
変
化
か

ら
見
え
て
く
る
、
ま
ち
の
賑

わ
い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

き
る
が
、
こ
の
場
所
が
な
く
な
る
と
地

域
が
寂
し
く
な
る
。
少
し
で
も
地
域
に

賑
わ
い
が
出
て
ほ
し
い
」
と
、
前
向
き
に

考
え
、
商
店
街
の
方
と
一
緒
に
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
商
店
街
は
、
昭
和
60
年
に
、

松
文
産
業
㈱
の
工
場
が
あ
っ
た
場
所
に

「
市
民
市
場�

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
ハ
ッ

ピ
ー
」
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
、
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
の

ほ
か
、
本
屋
、
衣
料
品
店
、
お
も
ち
ゃ

屋
な
ど
25
店
舗
以
上
が
並
び
、
多
く
の

方
が
買
い
物
を
楽
し
み
、
夜
市
も
開
催

さ
れ
る
と
て
も
賑
や
か
な
場
所
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

30
年
以
上
の
時
が
流
れ
る
中
、
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
空
き
店
舗
で
す
が
、

近
年
は
、
飲
食
店
や
福
祉
支
援
事
業
所

な
ど
新
た
に
空
き
店
舗
を
活
用
す
る

方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
度
「
勝
山
市
商
業
施
設

出
店
促
進
事
業
」
を
活
用
し
出
店
し
た
飲

食
店
2
店
舗
の
方
々
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。　

恐竜がお出迎えをする新しい看板
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市内外の多くの方が
楽しめる場所へ

　近年、新規の出店が続いていること
で、少しずつ賑わいが戻り、とても嬉
しく思っています。
　特に、飲食店は、市内の方の楽しみ
が増えることはもちろん、観光客を街
中へ導く大きな要素の一つになると思
います。
　ハッピー商店街が多くの飲食店が集
まる受け皿となり、市内外の多くの方
が勝山を楽しむ拠点の一つになったら
と考えています。
　これから起業を考えている方はぜひ
ご検討ください。一緒に賑わいを創っ
ていきましょう。

特集　まちの賑わいを再び

　

昨
年
7
月
に
イ
タ
リ
ア
ン
料

理
の
お
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た

義
野
さ
ん
。

　
融
雪
付
き
の
駐
車
場
が
あ
り
、

市
内
外
の
方
が
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
良
い
立
地
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
出
店
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

　

経
営
を
始
め
て
半
年
が
経
つ

中
、
食
事
を
さ
れ
た
方
が
、
商

店
街
の
中
を
見
て
寂
し
そ
う
に

さ
れ
る
姿
を
目
に
す
る
こ
が
あ

る
そ
う
で
、「
自
分
た
ち
の
出
店

を
機
に
、
新
規
出
店
者
が
増
え

る
と
い
い
で
す
」と
期
待
を
し
な

が
ら
も
、
義
野
さ
ん
自
身
も
、

現
在
の
店
舗
の
隣
に
あ
る
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
新
た
に
活
用
す
る

こ
と
を
計
画
さ
れ
、
更
な
る
賑

わ
い
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
と
て
も
気
さ
く
な
人

柄
の
義
野
さ
ん
は「
ミ
シ
ュ
ラ
ン

ガ
イ
ド
に
選
ば
れ
た
ら
、
ハ
ッ

ピ
ー
商
店
街
も
地
域
も
面
白
く

な
り
そ
う
で
す
よ
ね
」と
地
元
食

材
も
活
か
す
自
慢
の
料
理
を
通

し
て
、
地
域
が
も
っ
と
魅
力
的

な
場
所
に
な
れ
ば
と
楽
し
そ
う

に
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

ハッピー商店街
代表　鷲

わしだ
田　政

まさのり
憲さん

ハッピー商店街の設立当初から
お店を構え、長年まちの賑わい
創出に貢献。

	 B
ビ ス ト ロ
ISTRO　g

ジ ー ノ
ino'

代表　義
ぎ の
野　覚

さとる
さん

これまで福井市でイタリア
ン・バーを経営。現在は、勝
山産の食材などを使った本格
的なイタリアン料理を提供。

ハッピー商店街を
もっと魅力的な場所に

I n t e r v i ew　ハッピー商店街で新規出店①

I n t e r v i ew　ハッピー商店街　代表

落ち着いた雰囲気の店内
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A
アヴニール
venir
代表　島

しまだ
田　未

み き こ
来子さん

これまで大阪で洋菓子店を起
ち上げるなど食の業界に携わ
る。現在は、得意分野の焼菓
子で、季節に合った美味しい
味を提供。

　

今
年
1
月
に
焼
菓
子
専
門
店

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
島
田
さ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
人
と
の
ご
縁
を
大

事
に
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
、
今

回
も
素
敵
な
ご
縁
が
あ
り
、
出

店
が
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

島
田
さ
ん
の
お
店
で
は
、
注

文
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

み
受
け
付
け
、
受
け
渡
し
時
は

対
面
し
な
い（
一
部
店
頭
販
売
が

あ
る
も
の
の
、
無
人
販
売
を
予

定
）、
従
来
の
店
頭
販
売
と
は
異

な
る
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
お
客
様
が
都
合

の
よ
い
時
間
帯
に
焼
菓
子
を
受

け
取
れ
、
人
と
の
接
触
も
少
な

い
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ネ
ッ

ト
販
売
が
主
流
と
な
っ
た
現
代

の
流
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
都
会
と
比
べ
る
と
立
地
が
悪

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
今
や
全
国
ど
こ
で
も
宅

配
便
で
送
れ
る
時
代
。
安
心
安

全
の
美
味
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た

ら
場
所
は
選
ば
な
い
と
思
い
ま

す
。
地
方
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
提
供
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
、
こ
だ

わ
り
の
焼
菓
子
と
勝
山
の
魅
力

で
あ
る
四
季
折
々
の
美
し
い
自

然
の
発
信
に
意
欲
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

現代の焼菓子店で
地域の魅力も伝える

I n t e r v i ew　ハッピー商店街で新規出店②

　
「
ま
ち
の
賑
わ
い
を
維
持
す
る
の
は
難

し
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
た
鷲
田
さ

ん
。
近
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
で
、

賑
わ
い
の
創
出
は
、
更
に
難
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、ハ
ッ
ピ
ー
商
店
街
に
は
、「
勝

山
の
地
域
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ
し
い
」

「
勝
山
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
想
い
を
胸
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

前
を
向
き
、
頑
張
る
方
々
に
よ
る
新
た

な
風
が
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
春
に
は
、
新
た
に
お
弁
当
屋
（
は
な

ま
る
弁
当
）
の
出
店
も
予
定
さ
れ
る
な

ど
、
賑
わ
い
の
連
鎖
が
続
く
ハ
ッ
ピ
ー

商
店
街
。
再
び
賑
わ
い
を
み
せ
る
地
域

の
拠
点
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

特集　まちの賑わいを再び

南フランスにある田舎の
家のリビングをイメージ
した店舗
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

　

2
月
３
日
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

「
Z
o
o
m
」
を
運
営
す
る
ア
メ
リ
カ
の

ズ
ー
ム
・
ビ
デ
オ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
日
本
法
人
Z
V
C
J
a
p
a
n
㈱
と

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Z
o
o
m
」
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
幅
広
い
分
野
で
の
地
域
課
題
の

解
決
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
お
よ

び
持
続
可
能
な
地
域
経
営
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

「Zoom」を活用した協定締結式の様子

DX推進をめざして
日本法人ZVC Japan㈱と

協定を締結しました
問総務課（市役所2階）☎88-1116

勝
山
左
義
長　
正
月
飾
り
の
受
け
付
け

問
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
8
1
1
7 

　

受
け
付
け
は
勝
山
市
民
の
み
と
し
ま

す
。

と　
き
▼
2
月
26
日
㈯

	

午
前
10
時
～
午
後
5
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
前
駐
車
場

※�

左
義
長
を
実
施
す
る
13
地
区
の
皆
さ

ま
は
、
２
月
26
日
㈯
午
後
1
時
か
ら

櫓
・
区
会
館
な
ど
で
正
月
飾
り
を
集

め
ま
す
。
区
民
の
方
は
定
め
ら
れ
た

指
定
の
場
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

※�

今
年
度
の
左
義
長
ま
つ
り
は
中
止
し
、

神
事
の
み
を
行
い
ま
す

※�

各
集
落
の
神
社
の
し
め
縄
な
ど
大
き

す
ぎ
る
も
の
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん

※�

地
区
独
自
で
左
義
長
な
ど
を
実
施
す

る
区
の
方
は
そ
ち
ら
に
お
持
ち
く
だ

さ
い

※�

受
け
付
け
開
始
直
後
は
大
変

混
み
あ
い
ま
す
。
受
け
付
け

時
間
内
で
時
間
を
ず
ら
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い

持
ち
込
め
る
も
の

　
「
し
め
縄
」「
書
初
め
」「
お
ふ
だ
」

※�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金
属
類
、
ビ
ニ
ー

ル
類
、「
だ
い
だ
い
」
な
ど
の
生
も
の
、

水
引
部
分
の
針
金
な
ど
は
事
前
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い

持
ち
込
め
な
い
も
の

　

�「
か
が
み
も
ち
」「
門
松
」　
な
ど

※�

そ
の
他
、
人
形
な
ど
の
正
月
と
関
係

の
な
い
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

〇〇✖✖

市役所とすこやかに
Zoom専用端末を
試験的に設置

　市役所と福祉健康センターす
こやかの施設間においてオンラ
イン相談ができるZoom専用
端末を設置しました。

11 　　 広報かつやま2月号 №807



市からのお知らせI n f o r m a t i o n

上
下
水
道
料
金
は
据
え
置
き
ま
す

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

　
勝
山
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
上
下

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
3
年
か
ら
5
年
に
1
度
、
定
期

的
に
上
下
水
道
料
金
制
度
審
議
会
を
開
催

し
、
適
正
な
上
下
水
道
料
金
制
度
に
つ
い

て
審
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
開
催
し
て
か
ら
４
年
が

経
過
し
た
今
年
度
、
市
長
が
審
議
会
に

諮し
も
ん問
し
、
6
回
の
審
議
会
と
上
下
水
道
施

設
の
見
学
会
を
経
て
、
審
議
会
か
ら
答
申

を
受
け
ま
し
た
。

　
答
申
の
内
容
は
次
の
３
項
目

①�

水
道
料
金
、
公
共
下
水
道
使
用
料
、
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
は
、
現

行
の
料
金
・
使
用
料
を
据
え
置
く
こ
と

が
適
当

理 

由
▼
令
和
4
年
度
か
ら
７
年
度
は
、
経

営
状
況
が
安
定
し
て
い
る
と
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
る
経
済
の
落
ち

込
み
な
ど
が
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
を
考
慮
し
た

②�

今
後
も
料
金
・
使
用
料
収
入
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
経

営
状
況
の
把
握
が
必
要

③�

今
後
も
上
下
水
道
各
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
が
、
適
正
な
施
設
規
模
や
設
備
を

考
慮
し
た
効
率
的
な
更
新
や
維
持
管

理
、
使
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
の

実
施
が
必
要

　
勝
山
市
で
は
、
上
下
水
道
料
金
制
度
審

　
勝
山
市
で
は
、
上
下
水
道
料
金
制
度
審

議
会
の
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
現
行
の
料

議
会
の
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
現
行
の
料

金
・
使
用
料
を
据
え
置
き
ま
す
。

金
・
使
用
料
を
据
え
置
き
ま
す
。

　
ま
た
、
審
議
の
過
程
で
い
た
だ
い
た
ご

　
ま
た
、
審
議
の
過
程
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
対
応
す
る

意
見
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

水道設備を計画的に更新
　下記のグラフは、何も更新しなかった場合の設
備などの老朽化の状況です。何も更新をしなけれ
ば、約10年後には半分以上の設備などが老朽化
資産（早急に更新が必要）と経年化資産（耐用年数
超え）となってしまいます。安定した水道水の供
給のため、計画的な設備などの更新が必要です。

水道管も計画的な更新と耐震化
　勝山市の水道管は、全体の46.5％が1980年代
に布設されたもので、今後10年間に法定耐用年
数を迎える管路が急激に増加し、老朽管の更新が
必要となります。また、基幹管路（導水管・送水管・
配水本管）の耐震化率が低く、耐震化が必要です。

　今後、安心できる水を安定して供給し続ける水
道を目指して、各家庭へ給水している管路の幹線
（配水本管）の老朽管の更新に合わせ、国の補助金
を活用し、医療施設などの重要給水施設への管路
の耐震化を進める予定です。

水道設備等の健全度（構造物および設備）

0

20

40

60

80

100

老朽化資産

経年化資産

健全資産

2038 年2033 年2028 年2023 年2018 年

(%)

0

20

40

60

80

100

非耐震化率

耐震適合率

全管路基幹
管路

配水
補助管

配水
支管

配水
本管送水管導水管

(%)
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市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納（
ま
と
め
て
前
払
い
）が
お
得
！�

�

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
（
ま
と
め
て

前
払
い
）
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
ま

す
。

前 

納
方
法
▼
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
現
金

※�

口
座
振
替
で
の
前
納
は
割
引
額
が
高

く
更
に
お
得
で
す

※�

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

そ
れ
ぞ
れ
の
割
引
額
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

申 

込
締
切
▼
2
年
分
・
1
年
分
・
6
か
月

上
期
分
（
4
～
9
月
分
）
前
納
の
申
込

み
は
2
月
28
日
㈪
必
着

申 

込
方
法
▼
口
座
振
替
納
付
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

の
届
出
印
）
の
う
え
、
左
記
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い

提 

出
先
▼
市
民
・
税
務
課
、
福
井
年
金
事

務
所
、
金
融
機
関

※
申
込
書
は
各
提
出
先
に
あ
り
ま
す

前
納
制
度
利
用
者
で
4
月
か
ら

厚
生
年
金
に
ご
加
入
予
定
の
方
へ

　

以
前
よ
り
前
納
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
4
月
か
ら
就
職
な
ど
に
よ
り
厚

生
年
金
へ
の
加
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る

場
合
、
引
き
続
き
令
和
4
年
度
分
の
保

険
料
が
4
月
末
日
に
引
落
し
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
還
付
金
と
し
て
返
還
さ
れ

ま
す
が
、
事
前
に
辞
退
申
出
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
引
き
落
と
し
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
▼
２
月
28
日
㈪
ま
で

提 

出
先
▼
市
民
・
税
務
課
、
福
井
年
金
事

務
所

※�

申
請
に
は
通
帳
と
金
融
機
関
の
届
出

印
が
必
要
で
す

日本年金機構­
ホームページ

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
の
受
付
開
始

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2 

　
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
の
検
査
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
30
～
74
歳
の
方　

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
方

申 

込
方
法
▼
本
誌
と
同
時
に
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
（
申
込
書
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
▼
３
月
１
日
㈫

申 

込
書
提
出
先
▼
市
民
・
税
務
課
（
市
役

所
1
階
）、
健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
）、

各
公
民
館

注
意
事
項
▼

・�

人
間
ド
ッ
ク
と
市
の
健
診
は
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
（
脳
ド
ッ

ク
と
の
併
用
は
可
能
で
す
）

・�

P
E
T
‐
C
T
検
査
は
J
C
H
O
福
井

勝
山
総
合
病
院
で
一
日
ド
ッ
ク
を
受
診

後
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
ま
た

は
福
井
県
済
生
会
病
院
の
い
ず
れ
か
で

受
診
い
た
だ
き
ま
す
。
P
E
T
‐
C
T

検
査
単
独
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん

受 

診
予
約
▼
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

予
約
は
、
市
で
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月
中
旬

頃
、
受
診
予
定
日（
仮
予
約
日
）を
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
各
種
コ
ー
ス
▼

※
負
担
額
は
目
安
で
す
。
実
際
の
自
己
負

担
額
は
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

コース 自己負担額

1日
人間ドック

男　性

女　性
乳がん検査対象者

脳ドック検査

脳ドック（単独）

PET-CT 検査
（別日に実施）

追加検査
上記金額に
追加

１万4,100円

１万 4,600円

１万 6,500円

＋１万1,300円

＋4万 2,850円

＋4万 5,100円

１万 5,700円

福大医学部附
属病院コース
済生会病院
コース
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まちかどコンサート	
気軽にロビーコンサート
時3月6日㈰午後3時～（午後2時
30分開場）所教育会館ロビー講
T
ト リ オ
RIO�L

レ
ES�V

ヴ ァ ン
ANTS（加藤俊裕さ

ん（ピアノ）、三屋風さん（フルー
ト）、前川明音さん（クラリネッ
ト））定40人費無料
※�チケットや整理券
の発行はありませ
んが、鑑賞優先予約
ができます

問（公財）福井県文化振興事業団
☎0776-38-8289

農林水産物の
出荷者募集

　道の駅で自慢の農作物を売りた
い出荷者を募集しています。
時随時申道の駅まで、登録申込書
をご提出ください

問農林政策課　☎88-8106

㈱ 勝 山 工 機

㈲横山テクノ

㈲豊　　　林

松 山 設 備

㈲丸山工務店

㈲鷲田金物住設

勝 山 商 事 ㈱

小 場 設 備

㈱シマキ工業

㈱ 相 互 設 備

㈲ 勝 山 管 工

日通プロパン勝山販売所

吉 田 屋 本 店

㈲ 林 設 備

㈲山本鉄工所

大 和 興 業 ㈱

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

大北久保建設㈱

㈲川島鉄工所

フ ジ タ 住 設

大野衛生設備㈱

山 二 工 業 ㈱

松 山 建 設 ㈱

☎

☎

☎

☎

☎

☎

88-0143

87-2232

88-0612

87-2476

88-4733

88-0318

88-2111

89-1843

88-0111

87-1775

89-2231

88-0782

88-0758

87-0537

88-0572

88-2167

87-1580

88-0401

87-0980

65-5600

65-5231

89-2004

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください

岡山県総社市の物品販売
（道の駅）
　総社市の特
産品を道の駅
で販売してい
ます。ぜひお
買い求めくだ
さい。
時3月下旬ごろ（特産品がなくなり
次第終了）所道の駅「恐竜渓谷かつ
やま」内セロリ、レトルトカレー
など
※�総社市と勝山市は、平成30年2
月の豪雪時に災害支援を受けた
ことを機に交流を行っています

問道の駅「恐竜渓谷かつやま」
☎89-2234

中国・台湾の食文化を知ろう！
切り絵を体験してみよう！
時2月26日㈯午前9時30分～ 11
時30分所教育会館ホール内国際
交流員のダニエルによる中国や台
湾の美味しいもの紹介（クイズあ
り）、中国の切り絵作り定20人（先
着順）費無料持カッター締2月21
日㈪※小学生以下は保護者同伴
申・問勝山市日中友好協会事務局
（生涯学習・スポーツ課内）
☎88-8114

詳細は
こちら

イベント

令和4年度会計年度
任用職員追加募集

　令和4年4月に採用予定の会計年
度任用職員採用試験
（追加）を実施します。
�締2月28日㈪（必着）
試験概要
時3月6日㈰所すこやか内作文試
験、面接試験、書類選考申申込書
と自己紹介書に必要事項を記入
し、総務課人事職員係まで提出し
てください。（合格発表は3月中旬）
募集職種
・まちづくり会館（仮称）事務職員
（現 公民館主事）�･･･ 3人程度
・保育士�･･･････････ 1人程度
・学校等施設員�･････ 2人程度
問総務課　☎88-1113募集

会計年度任用職員
希望者の登録募集

　産休代替などの会計年度任
用職員を随時募集しています。
　ご希望の方は、履歴書に必
要事項を記入して総務課人事
職員係へ提出して下さい。
職�種▶一般事務補助（960円）、
保育士（1,103円）、施設員
（945円）など
任�用期間▶必要期間（職種によ
り異なります）

申請書は
こちら

詳細は
こちら
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時­–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

（０７７９）

～心によりそい、心でつながる～
〒 勝山市滝波町 丁目

セレモニーホールパシオン

今なら 円の入会金のみで

『パシオンの会』

年会費

積立金

更新費

一一切切不不要要

通常価格から会会員員価価格格に

時間 日

ご依頼・ご相談等承ります。

家族葬

最最大大 万万円円

おお得得にに

お葬式費用が

住所：勝山市元町１丁目9-21-3 TEL：０７７９－８７－２６１３

　営業時間：１０:００～１９:００ 定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

ボンタマキ

お知らせ
パブリックコメント募集
「勝山市文化財保存活用
		地域計画(案)」

　市内にある貴重な文
化財を後世に継承する
ための保存・活用につ
いてご意見を募集しま
す。
時3月4日㈮正午まで所史蹟・文
化課、すこやか、市立図書館、各
公民館、市民交流センター

申・問史蹟・文化課　☎88-8113　
shiseki@city.katsuyama.lg.jp

人権擁護委員のご紹介
　1月1日付で法務大臣より人権擁
護委員に委嘱されました。（敬称略）
新任▶伊藤　善祐（鹿谷）
再任▶竹内　敦子（郡町）
　人権擁護委員は、市民の皆さま
から相談を受け、問題解決のお手
伝いや、人権の啓発活動を行って
います。
◆人権お困り相談
時毎月第1水曜日午前9時～ 11時
30分所教育会館蘭・桜の間
問未来創造課　☎88-1115

明るい選挙啓発ポスター
標語コンクール優秀作品展
時2月18日㈮～ 27日㈰午前10時
～午後5時所図書館2階ギャラリー
問総務課　☎88-1116

悩みごと総合相談日（無料）
時3月5日㈯午後1時～ 4時所奥越
健康福祉センター内専門家による
個別相談（心の病気や治療、人間
関係・家族関係、借金に関するこ
となど）対どなたでも（お1人約50
分）締2月25日㈮
申・問奥越健康福祉センター
☎66-2076

確定申告の農業相談日
　申告会場に農協職員が常駐し、
農業収支内訳書や準備表の作成を
支援します。すでに収支内訳書や
準備表の作成が完了している方
は、申告期間中の平日でも確定申
告が可能です。
時3月6日㈰午前9時～ 11時、午
後1時～ 3時（開場・整理券配布は
午前8時30分～）所教育会館3階
（受付は1階）
※当日は休日相談も兼ねています
※�今年は土曜日の開催はありませ
んのでご留意ください

※�農業所得税務相談会が、新型コ
ロナウイルスの感染状況によっ
て中止となった場合は、税務署
での確定申告やe-TAXをご利用
ください

問市民・税務課　☎88-8101
（農業相談は問JA福井県奥越基幹
支店☎65-1250）

詳細は
こちら
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人口の動き（前月比）　※1月末現在
総人口 22,092人（－52） 世帯数 7,862世帯
男性 10,582人（－26） 出生 7人 死亡 41人
女性 11,510人（－26） 転入 19人 転出 37人

1月の交通事故（前年比）
事故 41件（－5）
死者 0人（±0）
負傷者 2人（＋2）

2月の納税
固定資産税（4期）
納期限 2月28日㈪
口座振替 2月28日㈪
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